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全村博
だより

ぜんそんはく

全村博物館構想は、身の周りにある良いものをみんなで
一緒に探して、学んで、この村で楽しくやっていこう♪

という活動です。

第93号

木賊DAYの能楽教室体験で、
能面を持つ参加者達。（園原）

「旧銭湯 玉の湯」が国登録有形文化財に登録決定

駒場地区・栄町にある「旧銭湯 玉の湯」が『国土の

歴史的景観に寄与している』と評価され、国の登録有

形文化財として登録されることが決定しました。

「園原・木賊DAY」を開催しました 「こまんばマルシェ」を開催しました

11/23に智里西・園原地区で園原名産の木賊を

テーマにしたイベント「園原・木賊DAY」を開催し

ました。

園原能舞台では「小さな芸能祭」と題し、チャレ

ンジゆう阿智・能楽教室の皆さんによる成果発表と

体験、地元・木賊獅子の演舞と体験が行われました。

12/7に「こまんばマルシェ」を開催しま

した。根羽村・平谷村・阿智村・飯田市の

パン屋さん4店を含む30店が、古民家つぼや

や旧駒場商店街などに出店しました。

駒場区自治会館では阿智中学校吹奏楽部 約25名の

皆さんによるコンサートが開催され、様々なアンサ

ンブルやソロ演奏が行われました。部員たちの心の

こもった演奏を聴いた観客からは『こんなに本格的

な演奏を聴けるなんて驚いた。感動した。』といっ

た声が聞かれました。コンサートの最後は、観客も

一緒にみんなでクリスマスソングを歌いました。

木賊獅子の体験では観客

が実際に獅子頭をかぶり

「思ったより重い。これを

かぶって舞うのはとても大

変だと知った」などと感想

を話しました。参加者には

この日から販売が始まった

神坂神社特別御朱印 “木賊

獅子バージョン” がプレゼ

ントされました。

園原ビジターセンターでは、園原と木賊の歴史や文

化を学ぶセミナーや伍和在住「羽化連（うかれ）」に

よる和楽器コンサート、俳優・山下智子氏による朗読

「京言葉で語る源氏物語」が行われました。
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登録有形文化財とは

消滅の危機にある建造物を後世に残そうと1996年

にできた制度で、建物の特徴を残しつつ改装し、様々

に活用できることが特徴。阿智村では上清内路の脇本

陣、土佐屋原家住宅が2018年に登録されている。
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玉の湯は木造2階建て

で銭湯部分と座敷部分

があります。正確な建

築年は不明ですが、

1915（大正4）年の写

真に建物が写っていま

す。最盛期には1日200

人が入浴していたそう

です。

座敷は地域の人々が

集う場として使われて

いたと思われます。銭

湯に座敷がついている

ことは珍しく、地域の

歴史を反映していると

して評価されました。

現在は住民の皆さんと全村博が協力して建物の保存

活用に取り組んでいます。2階には昭和レトロな雑貨

などを展示し、地域ガイドツアーやこまんばマルシェ

などのイベントで内部を公開しています。
浴槽や、1949（昭和24）

年頃のガラス板広告が当時の

まま残っている。

浴槽の中に「差釜」が残っ

ていることも珍しいと評価さ

れた。外で薪を燃やし、その

煙を差釜に循環させ、浴槽の

水を温める仕組み。

差釜



阿智村 あちラボ #全村博
#だけじゃない阿智

2/15(日)新作演劇『園原絵巻』上演します

１月の古民家つぼやイベント

園原の伝説や物語を題材にした新作・オリジナ

ル演劇を上演します。出演者は村民が中心で、み

んなで作り上げる演劇です。

地域の食材や文化を大切に、やさしい甘さの和菓

子を手作りしている飯田市・三穂の「増田和菓子

店」さんに教わりながら和菓子を作ります。
かまどで蒸かしたもち米

を使って、臼と杵で餅をつ

きます。つきたての餠は

『きな粉』や『おしるこ』、

『大根おろし』など、いろ

いろな味で楽しめます。

10時からと11時半から

の２回、開催します。

先月号でお知らせした「白いタヌキ」について、

伍和・備中原の方から情報が寄せられました。昨年

偶然ワナにかかり、専門機関に相談した上で放した

そうです。引き続き、情報を募集しています。

ちょっとした情報でもぜひご連絡ください。また写

真を撮った方がいましたらご提供ください。

1/18(日)和菓子作り体験＆和菓子予約販売

1/11(日)昔ながらの餅つき体験

・日 時：2026年1月18日(日) 10:00～

・講 師：増田和菓子店（飯田市・三穂）

・参加費：1人1,000円（和菓子1種、1ドリンク付）

＊親子参加の場合、小学生以下500円

・持ち物：エプロン、マスク、三角巾

・定員20名、予約制です。1/13(火)までに全村博HP

からお申込みください。

・日 時：2026年1月11日(日)

①10:00～ ②11:30～

・参加費：大人1,000円、小学生以下500円

・各回定員15人

・予約優先、予約無しでも空いていたら当日参加OK！

「梅」

◎和菓子予約販売（1/18受取）

みたらし団子、いちご大福など

の予約販売を行います。詳しくは

全村博HPをご覧ください。

◎和菓子作り体験（ねりきりの「梅」を作ります）

白いタヌキの情報が寄せられました

1/12(月祝)ネガフィルムデジタル化体験 1/15(木)社教研分科会『地域資源研究発表会』

みんなの写真でつくる「阿智の記憶」プロジェクト
阿智村社会教育研究集会・自然歴史文化分科会

古民家つぼやは

12/29(月)～1/4(日)

の間、休館します。

年末年始休館します

info@achilabo.com

・日時：2026年1月12日(月祝)10:00~14:00

＊都合の良い時間にお越しください。

・場所：中央公民館会議室２

・持ち物：あれば、ネガフィルム

・日時：2026年2月15日(日)

13:30開場 14:00開演

・場所：熊谷元一写真童画館２階イベントホール

・入場無料（全席自由席、立見席あり）

・脚本、演出：二川舞香

あなたの家に眠るネガフィルムありませんか？

皆さんが撮影した写真で、地域や暮らしの様子

がわかる写真を集めた「阿智の記憶写真リスト」

を作成します。そこで皆さんがお持ちのネガをデ

ジタル化する体験会を行います。お持ちのネガを

スタッフがデジタル化します。また、ネガがない

方もデジタル化作業を体験いただけます。

ただ今

練習中です！

阿智村では様々な団体や個人が地域資源の研究

を行っています。発表の場として、年3回発行さ

れる「あちジャーナル」があり、様々な分野の研

究や取り組みを掲載しています。今回の分科会で

は、成果発表するとともに、各分野や地域での研

究活動が盛んになるためにはどうしたら良いか、

参加者で考えます。

・日時 2026年1月15日(木)19:00～

・場所 阿智村コミュニティ館２F ホール

・内容 地域研究の成果発表
2025 長野県元気づくり支援金事業

デジタル化作業

の体験のみも

歓迎です
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